
国
内
の
経
済
は
、
大
幅
な

物
価
上
昇
に
よ
る
実
質
賃
金

の
低
下
や
、
社
会
保
障
費
の

膨
張
に
よ
る
将
来
不
安
の
増

大
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
労

働
者
に
と
っ
て
大
幅
な
賃
上

げ
と
最
低
賃
金
ア
ッ
プ
が
必

要
で
す
。

非
正
規
労
働
者
は
、
正
社

員
と
同
じ
よ
う
に
働
い
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
低
賃
金

で
雇
用
不
安
を
か
か
え
て
働
い
て
い
ま
す
。
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
働
き
方
改
革
関
連
改
正
法
が
施

行
さ
れ
、
同
じ
企
業
内
に
お
い
て
、
正
規
雇
用
労
働
者
と
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
間
で
雇
用
形
態
に
よ
る
「
不
合
理
な
待

遇
差
」
を
設
け
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
立
の
内
部
留
保
は
、
３
兆
６
５
８
６

億
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
多
額
の

内
部
留
保
を
使
え
ば
、
全
員
の
大
幅
賃
上

げ
を
実
現
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

日
立
労
組
の
春
闘
要
求
は
「
賃
金
考
課
Ｋ
４
、
Ｋ
５
」
に

つ
い
て
は
ゼ
ロ
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
の
賃
下
げ
要
求
で
す
。

労
働
組
合
が
組
合
員
の
賃
下
げ
を
要
求
す
る
こ
と
な
ど
あ
り

得
ま
せ
ん
。
春
闘
要
求
で
の
、
「
賃
金
考
課
Ｋ
４
、
Ｋ
５
」

の
定
義
を
廃
止
し
、
だ
れ
も
が
賃
上
げ
さ
れ
る
春
闘
要
求
に

す
べ
き
で
す
。

今
度
の
日
立
労
組
定
期
大
会
で
も
、
「
低
格
付
者
で
あ
っ

て
も
、
生
活
を
維
持
す
る
と
い
う
意
味
で
賃
上
げ
は
必
要
」

「
Ｋ
４
・
Ｋ
５
と
い
う
評
価
を
さ
れ
て
い
る
方
は
９
年
間
の

賃
上
げ
が
一
切
反
映
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

連
合
は
、
23

春
闘
で
の
賃
上
げ
要
求
を
、
物
価
上
昇
を
踏

ま
え
て
５
％
程
度
と
す
る
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

日
立
の
職
場
で
働
く
労
働
者
全
員
が
実

感
で
き
る
賃
上
げ
を
目
指
し
て
、
「
誰

で
も
賃
上
げ
」
を
要

求
し
、
力
を
合
わ
せ

て
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
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全員が実感できる大幅ベースアップを！

日立懇は「電機懇生活改善要求アンケート」に今年も取り組みます。アンケートハガキであなたの声を、お寄せください。

異常物価高から
生活守るため

２
０
２
３
春
闘
は
、
利
益
、
内
部
留
保

を
従
業
員
に
還
元
す
る
大
幅
賃
上
げ
を

22

春
闘
は
、
賃
金
改
善
額
３
０
０
０
円
の
満
額

回
答
で
し
た
。
日
立
労
組
は
、
要
求
額
の
満
額
回

答
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
初
め
て
の
事
と
評
価
し
て

い
ま
す
が
、
日
立
労
組
が
春
闘
要
求
時
点
で
組
合

員
の
生
活
実
態
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
膨
張
し

続
け
る
「
社
会
保
障
費
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
将

来
不
安
が
払
拭
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
」
と

分
析
し
て
い
ま
す
。
春
闘
で
の
賃
上
げ
は
、
２
０

１
３
年
か
ら
２
０
２
２
年
の
10

年
間
で
合
計
１
５

７
０
０
円
、
年
平
均
で
１
５
０
０
円
で
す
。
物
価

高
を
加
味
す
れ
ば
実
質
賃
金
は
大
幅
ダ
ウ
ン
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
２
０
２
１
年
３
月
期
の
役
員
44

人
に
対
す
る
報
酬
総
額
は
44

億
６
８
０
０
万
円
、

１
億
円
以
上
の
報
酬
を
得
た
役
員
は
15

人
（
日
本

企
業
で
１
位
）
、
東
原
敏
昭
氏
（
現
会
長
）
は
４
．

７
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
３
月
期

の
内
部
留
保
は
、
３
兆
６
５
８
６
億
円
（
前
年
か

ら
４
３
０
０
億
円
積
み
増
し
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
内
部
留
保
＝
資
本
剰
余
金
＋
利
益
剰
余
金
＋
退

職
給
付
に
係
る
負
債

日
立
の
巨
額
な
利
益
は
、
株
主
や
役
員
、
内
部

留
保
中
心
に
回
さ
れ
、
社
員
へ
の
還
流
は
極
め
て

不
十
分
で
、
会
社
の
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

「
ジ
ョ
ブ
型
人
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

導
入
に
反
対
を

会
社
は
、
「
ジ
ョ
ブ
型
人
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

転
換
」
す
る
こ
と
で
、
時
間
や
場
所
に
縛
ら
れ
ず
、

自
分
が
め
ざ
す
キ
ャ
リ
ア
を
明
確
化
し
て
専
門
性

を
高
め
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
社
員
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
た
め

に
は
、
世
界
の
標
準
に
合
わ
せ
た
「
ジ
ョ
ブ
型
」

の
制
度
が
必
要
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

欧
米
の
「
ジ
ョ
ブ
型
」
雇
用
は
社
会
的
に
労
働

市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
社
会
保
障
と

不
可
分
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
立
が
導
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
「
ジ
ョ
ブ
型
人
財
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
」
は
、
企
業
内
だ
け
の
仕
組
み
で
す
。
「
ジ
ョ

ブ
型
人
財
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
へ
の
転
換
」
は
、
究

極
の
成
果
主
義
に
よ
る
自
己
責
任
の
働
き
方
を
推

進
す
る
も
の
で
、
雇
用
の
安
定
、
生
活
の
安
心
を

奪
う
も
の
で
す
。
労
働
組
合
と
し
て
、
導
入
に
反

対
を
表
明
し
会
社
に
再
検
討
を
求
め
る
よ
う
要
請

し
ま
し
た
。

賃
金
考
課
Ｋ
４
・
Ｋ
５
の

労
働
組
合
に
よ
る
賃
下
げ
要
求

は
即
時
撤
廃
を

物
価
上
昇
補
填
・
将
来
不
安
払
拭

の
大
幅
賃
上
げ
を
全
員
に

多
額
の
内
部
留
保
の
従
業
員
へ
の
還
元
を
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春
闘
で

全
員
が
実
感
で
き
る
賃
上
げ
を

日
立
グ
ル
ー
プ
有
志
が
日
立
労
組
本
部
に
要
請
行
動

しんぶん「赤旗」(2022.6.30)より転載



日
立
製
作
所
第
１
５
３
期
定
時
株
主
総

会
が
、
６
月
２
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

株
主
総
会
に
あ
た
り
、
株
主
有
志
で

事
前
に
質
問
状
を
会
社
に
送
付
。
総
会
に

も
出
席
し
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

質
問
状
は
、
「
本
総
会
で
は
、
外
部
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
株
主
と
し
て
、
職
場

の
労
働
環
境
を
は
じ
め
、
人
権
問
題
、
法

令
順
守
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
を
求
め

る
と
と
も
に
、
今
後
の
企
業
活
動
の
あ
り

よ
う
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が

で
き
る
よ
う
に
ご
配
慮
を
お
願
い
す
る
」

と
し
て
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

１
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
人
権
問
題

（
１
）
改
正
高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
実
施

に
つ
い
て
（
２
）
高
齢
者
の
低
賃
金
に
つ

い
て
（
３
）
品
質
不
正
に
つ
い
て

２
．
２
０
２
４
中
期
経
営
計
画
な
ど

（
１
）
国
内
事
業
に
つ
い
て
（
２
）
投
資

に
つ
い
て
（
３
）
開
研
究
開
発
費
（
４
）

茨
城
で
の
事
業
に
つ
い
て
（
５
）
原
発
事

業
に
つ
い
て

３
．
コ
ロ
ナ
禍
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
働

き
方

在
宅
勤
務
に
つ
い
て
「
就
業
明
示
書
」
の

提
示
、
「
労
働
時
間
の
適
正
な
掌
握
」

「
長
時
間
労
働
対
策
」
「
健
康
・
安
全
衛

生
の
配
慮
」
、
作
業
環
境
に
つ
い
て
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

（
質
問
状
は
、
日
立
懇
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
）

質
疑
応
答
の
冒
頭
で
、
質
問
状
の
「
在

宅
勤
務
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
遵
守
」
に
つ
い

て
、
「
長
時
間
労
働
、
健
康
管
理
、
環
境

に
つ
い
て
厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
労

使
合
意
を
行
い
、
遵
守
し
て
い
る
。
長
時

間
労
働
に
つ
い
て
は
時
間
を
把
握
し
て
い

る
。
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
検
診
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
環
境
に
つ

い
て
は
机
購
入
補
助
な
ど
を
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
プ
ラ
ン
で
補
助
し
て
い
る
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

事
前
に
提
出
し
た
質
問
状
に
対
し
て
、

１
項
目
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
社
が
回
答

し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
画
期
的
な

成
果
で
す
。

会
場
参
加
の
株
主
の
質
問
と
会
社
回
答

は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

【
質
問
】
昨
年
４
月
、
「
改
正
高
齢
者
雇

用
安
定
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律

で
は
新
た
に
６
５
才
～
７
０
才
ま
で
の
安

定
し
た
雇
用
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。
今
年
５

月
で
６
５
才
と
な
っ
た
私
の
友
人
は
、
職

場
に
７
０
代
の
人
も
働
い
て
い
る
の
で
６

５
才
以
降
の
就
業
を
求
め
ま
し
た
が
、
会

社
は
雇
用
継
続
は
し
な
い
と
事
実
上
の
解

雇
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
差
別
で
は
な

い
か
」

【
回
答
】
「
高
齢
者
雇
用
は
、
日
立
は
６

５
才
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
６
５
～
７
０

才
ま
で
の
継
続
は
努
力
義
務
で
労
使
間
の

協
定
が
必
要
。
引
き
続
き
検
討
を
行
う
。

人
権
方
針
は
適
切
に
行
っ
て
い
る
」

【
質
問
】
「
６
０
才
以
降
の
再
雇
用
者
に
、

高
卒
初
任
給
１
７
万
３
０
０
０
円
よ
り
１

万
円
以
上
も
低
い
１
６
万
１
９
０
０
円
で

働
か
せ
て
い
る
」
「
日
立
グ
ル
ー
プ
人
権

方
針
」
か
ら
逸
脱
し
て
お
り
、
即
刻
改
善

す
べ
き
」

【
回
答
】
「
再
雇
用
者
の
賃
金
問
題
は
仕

事
の
内
容
、
正
社
員
と
の
比
較
で
行
っ
て

い
る
」

■
新
卒
者
を
迎
え
て

新
卒
者
の
若
い
方
が
職
場
に
入
っ
て
き
ま
し

た
。
知
識
も
技
術
も
身
に
着
け
て
な
い
、
何
に

も
染
ま
っ
て
い
な
い
、
ま
っ
さ
ら
な
若
い
世
代

の
人
と
仕
事
す
る
の
は
、
そ
こ
そ
こ
長
く
勤
め

て
き
た
自
分
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
経
験
で
、

何
か
を
教
え
よ
う
と
す
る
と
、
中
々
う
ま
く
伝

わ
ら
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
世
間
で
よ

く
言
わ
れ
る
、
年
齢
差
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
想
像
以

上
に
大
き
く
立
ち
は
だ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
少

し
で
も
目
線
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
に
、

自
分
が
彼
ら
と
同
じ
歳
の
頃
は
ど
う
し
て
い
た

だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。

（
茨
城
・
日
立
関
連
）

■
Ｉ
Ｔ
企
業
の
Ｄ
Ｘ
は
大
丈
夫
？

社
内
手
続
き
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
る
こ
と
が

増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
従
来
の
書
類
に
よ

る
手
続
き
よ
り
も
非
効
率
的
だ
っ
た
り
、
シ
ス

テ
ム
化
し
た
機
能
が
現
場
の
業
務
に
う
ま
く
適

合
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
も
の
が
多
く
、
こ

の
ま
ま
の
や
り
方
で
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
、

と
不
安
が
つ
の
り
ま
す
。

（
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

■
テ
レ
ワ
ー
ク
に
様
々
な
問
題

テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
在
宅
勤
務
率
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
、
精
神
疾
患
や
コ

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
問
題
視
さ
れ
て
い

る
。
１
ｏ
ｎ
１
で
は
な
る
べ
く
カ
メ
ラ
を
使
う
、

ひ
と
月
に
１
回
は
対
面
に
よ
る
会
議
を
持
つ
よ

う
に
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
働
き
方
と

し
て
柔
軟
に
対
応
し
ろ
と
、
今
に
な
っ
て
言
わ

れ
て
も
難
し
い
け
ど
。

（
日
立
・
Ｄ
Ｓ
Ｓ
）

■
変
わ
り
続
け
る
会
社
名

吸
収
合
併
な
ど
で
、
何
度
も
自
分
の
勤
め
先

の
会
社
名
が
変
わ
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
仕
事

は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
自
分
は
も
と
も
と

ど
の
会
社
で
働
い
て
い
た
の
か
、
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
同
じ
職
場
で
働
き
続
け

て
い
る
の
に
、
今
の
状
況
を
履
歴
書
に
書
い
た

ら
、
転
職
を
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

の
だ
ろ
う
か
。
世
間
的
に
見
て
、
自
分
の
職
歴

は
ど
う
な
っ
て
い
る
？
（
茨
城
・
日
立
関
連
）

■
再
雇
用
の
時
給
は
地
域
最
賃
？

９
月
か
ら
再
雇
用
と
な
り
週
５
日
働
く
こ
と

に
な
っ
た
が
、
賃
金
が
16
万
６
０
０
０
円
程
度

と
な
り
地
域
の
最
賃
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
ギ

リ
ギ
リ
と
言
わ
れ
た
。

（
日
立
関
連
）

■
大
き
く
変
わ
っ
た
茨
城
地
区

火
力
・
水
力
・
原
子
力
な
ど
の
職
場
が
三
菱

と
の
関
係
で
変
わ
っ
て
い
る
。
（
日
立
事
業
所
）

－困ったらひとりで悩まず－

電機・情報ユニオンに相談

誰でも一人で入れる組合です。退

職勧奨･強要やパワハラなどお困りの

ことがあれば、一人で悩まずに、気

軽にご相談下さい。管理職の方も相

談ができます。

（本部）東京都品川区二葉2-20-8
染野ビル 2F

HP；http://www.denki-joho.jp
TEL；03-6421-5323

日立製作所 株主総会
コンプライアンス、人権問題を質問

事
前
に
質
問
状
を
送
付

質
問
状
に
初
め
て
回
答
あ
り

改
正
高
齢
雇
用
法
順
守
で

65
歳
以
降
も
雇
用
を


